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平成２８年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２８年４月～平成２９年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名      多摩市立聖ヶ丘中学校                   

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      ㇾ中学校      □中高一貫教育  □高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒２０６－００２２  

      東京都多摩市聖ヶ丘２丁目１７番地     

 E-mail  sugio-yasuko@city.tama.tokyo.jp          

  Website  http://schit.net/tama/jhhijirigaoka/?page_id=54                  

  児童生徒数  男子 157名   女子 154名  合計 311名 

        児童・生徒の年齢 １２歳～ １５歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ㇾ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

ㇾ 環境 

□ 気候変動  

□ 生物多様性 

□ エネルギー 

ㇾ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

□ そのほか（         ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

①防災教育 
（１）単元目標 

 ・震災発生で聖ヶ丘中学校が避難所となった時の疑似体験を行うことで、震災時の避難所生

活について学ぶ。 

 ・多摩市消防署によるＡＥＤ講習と多摩市防災安全課による防災講習から実践的な救命技術

や防災の知識を学ぶ。 

 ・青少協連光寺・聖ヶ丘地区委員会や小学生などとの炊き出しなどの共同作業を通して、災

害時に進んで地域で貢献できる中学生を育成する。 

 ・車いす体験や認知症サポーター講習によって、障がい者に対する理解を深め、関わり方や

支援について学ぶ。また、地域の高齢者施設と連携し、高齢者とも進んで関わり、支援で

きるようにする。 

（２）単元計画と概要（全１２時間） 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 学習内容 指導上の留意点等 

１ 防災キャンプ概要説明、役割分担 防災キャンプの趣旨を理解させる 

２ 「高齢者疑似体験」 

高齢者疑似体験セットを使用して、高

齢者の心身の状態を実際に体験し、介

助に役立てる。 

積極的に活動に参加できるように安全面の配慮を行

う。 

３ 「防災自助パック」作成 

ワークシートを使用しながら万が一

のことを想定して、自助パックを作成

する。 

自らの生命を守るための最低限の装備を考えること

により、防災や自助に対する意識が高められるよう

にする。 

４ 「AED講習」（ＰＣ室） ＡＥＤの操作方法について学ぶ。 

５ ． ６ 「認知症サポーター講座」 

「認知症ＤＶＤ視聴」（「ペコロスの母

に会いにいく」） 

認知症の高齢者の特徴や対応の仕方

について知る。 

認知症高齢者とその家族の支援の仕方を学ぶ。 

認知症患者の特徴を知る 

【地域人材・関係機関】 

 東部地域包括支援センター 

ＮＨＫ福祉ビデオライブラリー 

７ 「車いす体験」 

高齢者の車いす移動を介助する時に

必要な知識や技術を学ぶ。 

高齢者の特性に配慮した支援の仕方について学ぶ。 

【地域人材・関係機関】 

 多摩市社会福祉協議会 

８～12 防災キャンプ 災害時の自助と共助について実践的に学ぶ。 

【地域人材・関係機関】 

多摩消防署・多摩市防災安全課 

青少協連光寺・聖ヶ丘地区委員会 
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（１）本時の目標 

  関係機関と連携を図り、震災発生で聖ヶ丘中が避難所となったときの疑似体験を行うこと

で、震災時の避難所生活について学ぶ。 

（２）展開の概要 

   １ 講義 

①「ＡＥＤ講習と防災訓練」（初期消火・煙体験・担架搬送訓練） 

         講師：多摩市消防署 

      ②「防災について」  

         講師：多摩市防災安全課職員    

２ 食事と寝床 

○夕食①非常食（アルファー米、味噌汁）、水 

青少協連連光寺・聖ヶ丘地区委員会や小学生などと準備。 

        ②あいグループホーム“どんぐり”」と「あい小規模多機能施設“かりん”」

の施設職員と高齢者との食事 

○ 朝：非常用クラッカー、ジュース 

     ○寝床：男子・・・体育館  女子・・・教室 

        

 

 
 
 
 
   初期消火訓練          担架搬送訓練       小学生とバディを組ん

で行動 

 

  
  
 
 
 
 
 

夕食の準備        避難所運営シミュレーション        小学生と一緒に朝

食 

                 

 

 

【成果】地域の方や小学生と協働するとともに講習や体験をとおして、震災時の自助、共助

について実践的に学ぶことができた。 

本時の展開事例【第８～１２次／全１２時間】         

本単元を通して得られた成果と課題         



 4 

【課題】常に震災に対しての危機意識をもたせ、主体的に地域の方々と協働しながら避難所

運営ができる人材を育てる。 

 

 

②グリーンカーテンづくり 
 実施内容 

時期 活動内容 

４月中～下旬 講義・種まき 

牛乳パックに土を詰めて種を蒔く作業を行う。 

５月～６月頃 花壇づくり、苗の移植 

７月頃～８月 観察、収穫 

１１月頃 堆肥作り 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

ㇾ   通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

ㇾ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


